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進
路
指
導
主
事　

江
澤　

武
人

　

本
校
の
進
路
状
況
は
就
職
が
66
人
、
進
学
が
90
人
、
そ

の
他
1
人
、
割
合
は
就
職
が
42
％
、
進
学
が
57
％
、
そ
の
他

1
％
で
し
た
。全
体
の
割
合
は
こ
こ
数
年
大
き
な
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
職
種
別
で
見
ま
す
と
約
半
数
の
生
徒

が
事
務
的
な
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。今
年
度
の
希
望
調
査

で
も
半
数
以
上
が
事
務
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。公
務
員

に
つ
い
て
は
合
格
者
が
千
葉
県
職
員
に
１
名
と
厳
し
い
状

況
で
し
た
。今
年
度
は
、
昨
年
度
同
様
に
月
１
回
の
公
務
員

講
座
と
新
た
に
毎
月
、自
宅
学
習
用
の
教
材
を
配
布
し
、合

格
率
が
上
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
の
進
路
実
績
に
つ
い
て
は
毎
年
ほ
ぼ
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
書
い
て
お
り
ま
す
が
、
他
校
と
比
べ
て
も
就

職
に
関
し
て
は
か
な
り
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。多
く
の
求
人

を
い
た
だ
き
就
職
を
決
定
し
て
い
ま
す
。こ
れ
も
先
輩
の

み
な
さ
ま
方
が
各
方
面
で
、
ご
活
躍
の
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。ま
た
、
生
徒
も
そ
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
に

し
っ
か
り
働
い
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
進
学
に
つ
い
て
は
、
指
定
校
推
薦
と
Ａ
Ｏ
入
試
に

よ
る
進
学
が
大
半
で
す
。学
部
別
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
情

報
系
の
学
部
を
中
心
に
福
祉
系
、
体
育
系
へ
も
進
学
し
て

い
ま
す
。短
大
進
学
者
は
保
育
関
係
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。専
門
学
校
に
つ
い
て
は
様
々
な
分
野
に
わ
た
っ
て
進

学
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
生
徒
は
伝
統
に
支
え
ら
れ
て
し
っ
か
り
と
し
た

生
活
態
度
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。欠
席
や
遅
刻

が
少
な
い
う
え
に
資
格
取
得
や
部
活
動
に
よ
く
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
就
職
や
進
学
に
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

進
路
の
こ
と
で
ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
進
路

指
導
部
ま
で
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
主
な
就
職
先
】

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、い
す
み
農
業
協
同
組
合
、片
岡
工
業
、

関
歯
科
医
院
、
ち
ば
ぎ
ん
証
券
、
ヤ
マ
ト
運
輸
、
伊
勢
化
学

工
業
、塩
田
記
念
病
院
、塩
田
病
院
、亀
田
総
合
病
院
、ナ
ガ

ホ
リ
ア
ト
リ
エ
ド
モ
バ
ラ
、
ハ
マ
イ
、
京
葉
銀
行
、
合
同
資

源
、
日
立
物
流
、
関
東
天
然
瓦
斯
開
発
、
山
崎
製
パ
ン
、
千

葉
石
油
、千
葉
日
産
、沢
井
製
薬
、銚
子
信
用
金
庫
、長
生
農

業
協
同
組
合
、
東
京
地
下
鉄
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
、
日
宝
化

学
、日
本
合
成
化
工
、日
本
天
然
ガ
ス
、日
本
郵
便
、房
総
信

用
組
合 

【
主
な
進
学
先
】 

敬
愛
大
学
、淑
徳
大
学
、千
葉
商
科
大
学
、亜
細
亜
大
学
、東

京
情
報
大
学
、
千
葉
工
業
大
学
、
城
西
国
際
大
学
、
國
學
院

大
學
、駒
澤
大
学
、国
士
舘
大
学
、日
本
女
子
体
育
大
学
、日

　

３
年『
課
題
研
究
』ビ
ジ
ネ

ス
研
究
班
は
、
生
徒
商
業
研

究
発
表
大
会
千
葉
県
大
会
12

連
覇
を
達
成
し
、
９
月
18
日

に
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
関
東

地
区
生
徒
商
業
研
究
発
表
大

会
に
出
場
し
、
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

生
徒
商
業
研
究
発
表
大
会

と
は
、
商
業
に
関
す
る
研
究

を
30
ペ
ー
ジ
以
内
の
レ
ポ
ー

ト
に
ま
と
め
、
ス
ラ
イ
ド
を

使
い
12
分
間
で
活
動
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
大

会
で
す
。本
校
は
、昨
年
度
か

ら
は
、
一
宮
町
が
東
京
五
輪
サ
ー
フ
ィ
ン
種
目
の
会

場
招
致
に
動
い
て
い
る
事
を
知
り
、
実
現
し
た
際
に

は
大
会
を
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
、
商
業
で
の
学
び
を
生
か
し

た
活
動
が
で
き
な
い
か
と
考
え
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。研
究
テ
ー
マ
は「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
向
上

計
画　

〜
地
域
と
と
も
に　

波
乗
れ
一
宮
!
〜
」で

平
成
28
年
度
の
先
輩
か
ら
引
き
継
ぎ
、東
京
五
輪
の
会

場
に
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、よ
り
サ
ー
フ
ィ
ン
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
強
め
、町
内
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
考
え
実
践
し
ま
し
た
。『
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
』と
は

『
郷
土
愛
』を
越
え
た「
町
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め

に
自
ら
関
わ
っ
て
い
こ
う
」と
い
う『
地
域
に
対
す
る

当
事
者
意
識
』の
こ
と
で
、
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、地
域
の
方
に

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
へ
の
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
2
0
2
0
年
に
は
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

大
会
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
、そ

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
取
り
組
み
ま
し
た
。
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５
月
13
日
に
一
宮
G
S
S
体
育
館
に
て
本
校
吹
奏

楽
部
と
東
金
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
で
海
や
五
輪
を

テ
ー
マ
に
し
た
曲
を
演
奏
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。そ
の
中
で
、
町
内
在
住
の
プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン

選
手
の
稲
葉
玲
王
プ
ロ
と
田
中
英
義
プ
ロ
に
来
場
い

た
だ
き
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

の
取
り
組
み
は
、東
京
新
聞
と
千
葉
日
報
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
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５
月
27
日
に
サ
ー
フ
ィ
ン
の
国
際
大
会
を
町
内
の

小
中
学
生
と
一
緒
に
取
材
し
、
そ
の
原
稿
を
も
と
に

P
R
誌
な
み
の
れ
た
〜
を
制
作
し
ま
し
た
。女
子
の
部

で
優
勝
し
た
川
合
美
乃
里
選
手
に
取
材
す
る
こ
と
が

で
き
、特
集
を
組
み
ま
し
た
。2
，5
0
0
部
制
作
し
、

町
内
の
回
覧
板
で
配
布
し
た
ほ
か
、町
内
の
小
中
学
校

生
徒
・
職
員
全
員
に
配
布
し
、町
内
の
お
店
に
も
置
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
は
、
東
京
新
聞

と
読
売
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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来
場
者
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、当

事
者
意
識
を
高
め
た
い
と
考
え
、釣
ヶ
崎
海
岸
と
海
外

の
海
を
虹
で
つ
な
ぐ
絵
を
町
内
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
野
口
大
介
様
に
協
力
い
た
だ
き
、町
内
の
イ
ベ
ン
ト

渚
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
サ
ー
フ
ィ
ン
の

国
際
大
会
で
実
施
し
ま
し
た
。1
，2
8
0
名
に
協
力

い
た
だ
き
、大
会
会
場
で
は
海
外
選
手
や
大
会
運
営
者

等
か
ら
サ
イ
ン
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み

は
、東
京
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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商
業
科
主
任　

末
永　

敬
一

　

こ
の
度
、
文
部
科
学
省
よ
り
三
年
間
の
予
定
で

ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
S
P
H
）
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
研
究
開
発
課
題
は
、「
高
校
生
版
D
M
O
」

の
活
動
を
核
と
し
た
地
域
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
な
り
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、

教
科
「
商
業
」
の
学
び
を
通
し
、
地
域
観
光
活
性

化
の
た
め
に
活
躍
す
る
こ
と
の
で
き
る
専
門
的
職

業
人
を
育
成
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
有
効
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
一

宮
町
を
中
心
と
し
た
外
房
地
域
の
観
光
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、『
D
M
O
』、『
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
』、『
国
際
交
流
』、『
観
光
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
』、『
観
光
・
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
』
の

五
つ
の
分
野
に
重
点
を
置
き
、
生
徒
が
地
域
と
の

連
携
を
軸
に
し
な
が
ら
外
房
地
域
の
多
様
な
関
係

者
と
協
働
し
て
、
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り

入
れ
た
観
光
地
域
作
り
を
行
う
組
織
（
高
校
生
版

D
M
O
）
を
主
体
的
に
運
営
す
る
過
程
を
と
お
し

て
、
専
門
的
職
業
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
一
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
高
校

生
版
D
M
O
に
つ
い
て
の
理
解
と
と
も
に
、
地
域

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
的
知
識
や
、
外
国
語
を
通

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
情
報
活
用
能
力

な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
専
門
的
知
識
・
技
術

を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
地
域
観
光
の
実
状
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
成
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

本
大
学
、
武
蔵
野
大
学
、
千
葉
明
徳
短
期
大
学
、
千
葉
経
済

大
学
短
期
大
学
部
、昭
和
学
院
短
期
大
学
、千
葉
敬
愛
短
期

大
学

大
原
簿
記
公
務
員
専
門
学
校
、
亀
田
医
療
技
術
専
門
学

校
、国
際
理
工
情
報
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
、専
門
学
校
千
葉

デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
、千
葉
こ
ど
も
専
門
学
校
、千
葉
医
療
秘

書
専
門
学
校
、千
葉
県
立
農
業
大
学
校
、千
葉
市
青
葉
看
護

専
門
学
校
、千
葉
医
療
福
祉
専
門
学
校
、東
京
Ｉ
Ｔ
会
計
法

律
専
門
学
校
、東
洋
理
容
美
容
専
門
学
校
、日
本
外
国
語
専

門
学
校
、船
橋
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
、千
葉
県
鶴
舞
看

護
専
門
学
校
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３年『課題研究』ビジネス研究班
担当　田中　善洋



平
成
30
年
度  

同
窓
会
総
会
報
告

　

平
成
30
年
６
月
16
日（
土
）に
例
年
通
り
母
校
を
会
場

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。今
年
度
は
27
名
の
方
々
に
御

参
加
い
た
だ
き
、
平
成
29
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
報

告
、30
年
度
の
事
業
予
定
と
予
算
案
に
つ
い
て
、そ
し
て

30
年
度
役
員
に
つ
い
て
の
協
議
案
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
日
は
、総
会
の
開
催
前
に
、「
野
球
部
後
援
会
総

会
」、「
Ｉ
Ｔ
委
員
会
」も
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
複
数
の

会
議
に
参
加
さ
れ
た
役
員
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
は
、
毎
年
６
月
第
３
土
曜
日
に
実
施
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。次
年
度
も
、２
０
１
９
年
６

月
15
日（
土
）に
母
校
を
会
場
と
し
て
実
施
致
し
ま
す
。

元
号
が「
平
成
」か
ら
新
元
号
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
を
機

会
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
遠
慮
さ
れ
て
い
た
方
も
知
り
合

い
の
仲
間
と
連
絡
い
た
だ
き
御
参
加
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

事
務
局

　

一
宮
商
業
同
窓
会
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
御

清
祥
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
「
松
濤
」

に
て
母
校
の
近
況
報
告
を
毎
号
、
楽
し
み
に
拝
読
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
、
掲
載
の
依
頼
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
活
動
状
況
等
に
つ
い
て
、
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

初
め
に
、
男
子
顧
問
の
日
暮
先
生
及
び
女
子
顧
問
の
山

崎
先
生
、
ま
た
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
元
国
体
選
手
で
も
あ
る
外

部
コ
ー
チ
の
鈴
木
友
成
氏
に
は
日
頃
よ
り
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
員
の
指
導
、
技
術
強
化
に
時
間
を
割
き
ご
尽
力
賜
っ

て
い
る
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
現
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
は
、
男
子
１
年
６
名
、
２
年
５
名
、
３
年
３
名
、

女
子
１
年
５
名
、
２
年
５
名
、
３
年
４
名
の
男
女
各
14
名

と
少
数
な
が
ら
一
生
懸
命
に
練
習
し
、
技
術
力
向
上
に
励

ん
で
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
先
日
、
全
国
総
合
体
育
大
会

千
葉
県
大
会
を
観
戦
い
た
し
ま
し
た
。
残
念
な
結
果
で
し

た
が
、
次
に
つ
な
が
る
戦
い
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

山
崎
先
生
は
、
本
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
出
身
で
あ
り
、
高

校
時
代
は
千
葉
県
を
代
表
す
る
選
手
で
し
た
の
で
、
更
な

る
選
手
育
成
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
光
山
浩
之
会
長
、

江
澤
一
行
会
計
を
中
心
と
し
て
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

は
、
過
去
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
女
子
団
体
ベ
ス
ト
４
、
男
子
団

体
・
個
人
ベ
ス
ト
８
等
数
多
く
の
輝
か
し
い
成
績
を
残
し

て
い
ま
す
。
好
成
績
を
残
し
て
い
る
時
代
は
、
O
B
が
学

校
へ
訪
問
し
、
選
手
と
一
緒
に
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
現

在
は
、
時
間
の
関
係
も
あ
り
O
B
が
コ
ー
ト
に
行
け
な
い

状
況
で
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
関
東
大
会
に
出
場
す

る
選
手
一
人
ひ
と
り
に
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
シ
ュ
ー
ズ
等
を

手
渡
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
Ｏ
Ｂ
と
選

手
と
の
交
流
も
含
め
、
顧
問
の
先
生
方
と
更
な
る
連
携
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
O
B
の
方
々
の
御

参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
私
は
、
千
葉
県
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
国
体
強
化
の
成
年
男
子
コ
ー
チ
を
８
年
間
務

め
て
お
り
、
そ
の
中
で
全
日
本
監
督
と
と
も
に
３
年
間
活

動
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
和
歌
山
国
体
準
優
勝
等
の
成
績

を
残
し
て
い
ま
す
の
で
、
微
力
な
が
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
績
は
、
高
校
時
代
に
顧
問
の
先
生
や
良
き

仲
間
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
恵
ま
れ
、
部
活
動
を
通
じ
て
、
努

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、仲
間
を
信
じ
る
心
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
大
切
さ
、
感
謝
の
心
、
己
を
磨
き
、
自
負
を
持
つ
こ

と
等
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
結
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
初
の
ペ
ン
ギ
ン
、
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
海
に

捕
食
者
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
に
最
初
に

飛
び
込
む
ペ
ン
ギ
ン
は
挑
戦
者
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で

す
。
何
事
も
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
、
最
後
ま
で

諦
め
ず
に
努
力
す
る
こ
と
が
成
功
へ
の
第
一
歩
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

氏　名 教　科

退

職

田中　　薫 校　　長 千葉県立成田西陵高等学校
大平　源治 地歴公民 千葉県立成東高等学校
露﨑　成実 外 国 語 千葉県立大原高等学校
浅野　正史 商　　業 千葉県立千葉商業高等学校
佐藤　優太 商　　業 習志野市立習志野高等学校
秦　　清彦 国　　語
篠﨑　文彦 数　　学
米倉　一英 理　　科
弓能家雅宣 保健体育
谷川　弘治 保健体育
鎗田美津代 商　　業

転

出

布施　彰次 教　　頭 千葉県立君津商業高等学校　校長
清水　浩憲 国　　語 千葉県立安房高等学校
鈴木　陽一 国　　語 千葉県立館山総合高等学校　教頭
渡邉　則行 商　　業 千葉県立東金高等学校
安藤　美香 事　　務 千葉県立茂原高等学校

転

入

渡部　　清 校　　長 千葉県立君津商業高等学校
井上　修一 教　　頭 千葉県立大原高等学校
麻生　計子 国　　語 千葉県立東金高等学校
鈴木　孝志 国　　語 千葉県立茂原高等学校
森川由季子 国　　語 新採用
白石　　勲 国　　語 再任用
長谷川良雄 数　　学 千葉県立東金高等学校
田中　善宏 保健体育 千葉県立大原高等学校
加藤眞理子 保健体育 千葉県立松尾高等学校
酒井　宣浩 外 国 語 千葉県立大多喜高等学校
川上　有正 外 国 語 千葉県立一宮商業高等学校（昨年度途中任用）

田中　　衡 商　　業 千葉県立東金商業高等学校
橋本　秀哉 商　　業 千葉県立沼南高等学校
末永　敬一 商　　業 千葉県立千葉大宮高等学校
鈴木　朝枝 商　　業 新採用
和田　千穂 事　　務 千葉県立東金高等学校

　

母
校
野
球
部
は
、
速
水
圭
太
郎
監
督
・
丸
島
卓
也
部
長
の

も
と
、
部
員
56
名
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
6
人
含
）
日
々
の
練
習

や
試
合
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
コ
ー
チ
と
し
て
、
中
村
稔
氏
（
元
読
売
巨
人
軍
投

手
）
と
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
氏
家
鉄
心
氏
（
元
青
森
山
田
高

校
で
指
導
）
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
野
球
技
術
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
選
手
の
体
力
や
運
動
能
力
、
精
神
力
等
各
方

面
で
の
実
力
ア
ッ
プ
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
常
練
習
の
日
の
応
援
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
母
校
、
一

商
グ
ラ
ン
ド
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
部
員
も
励
み
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

後
援
会
と
し
て
は
、
母
校
野
球
部
が
ま
す
ま
す
発
展
し
実

績
を
残
す
た
め
に
も
、
全
力
を
あ
げ
応
援
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
一
緒
に
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
野
球
部
後
援
会
事
務
局
（
寉
岡
）

や
野
球
部
後
援
会
役
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
年
会

費
は
５
千
円
で
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
活

動
に
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
十
一
月
二
十
三
日
の
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
で
は
、
台
風
の
よ
う
な
豪
雨
の
中
八
十
七
名
様

の
ご
参
加
を
頂
き
、
一
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
無

事
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

悪
天
候
の
中
ご
参
加
頂
い
た
皆
様
の
熱
い
ハ
ー
ト
を
感

じ
ま
し
た
。
集
ま
り
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
は
野

球
部
Ｏ
Ｂ
会
費
と
併
せ
七
月
七
日
に
一
宮
シ
ー
サ
イ
ド

オ
ー
ツ
カ
で
行
う
『
夏
の
選
手
権
野
球
部
壮
行
会
』
に

て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
第
一
〇
〇
回
大
会

と
い
う
こ
と
で
七
月
十
一
日
に
開
幕
す
る
大
会
で
は

一
六
三
チ
ー
ム
が
参
加
、
東
西
二
チ
ー
ム
が
甲
子
園
に

行
け
る
記
念
大
会
と
な
り
ま
す
。
我
が
野
球
部
は
部
員

数
五
十
六
名
を
擁
し
、
七
月
十
四
日
長
生
の
森
球
場
第

二
試
合
が
初
戦
と
な
り
ま
す
。
野
球
部
O
B
は
も
ち
ろ

ん
、
同
窓
会
の
皆
様
に
も
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
応

援
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
同
窓
会
会
報
で
あ
る「
松

濤
」が
同
窓
生
全
員
発
送
の
形
式
か
ら
、
発

送
人
数
を
絞
っ
た
形
式
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。送
り
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見

が
多
い
中
、
同
窓
会
の
活
動
費
に
も
影
響
す
る
部
分
が
大

き
く
や
む
な
く
こ
の
形
式
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、会
費
を
納
入
い
た
だ
い
た
方
、卒
業
よ
り
５
年
以

内
の
新
会
員
、
役
員
の
任
を
請
け
負
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
、
会
に
大
き
な
功
績
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
方
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
母
校
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

お
渡
し
出
来
る
体
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
遠
慮
な

く
学
校
内
の
同
窓
会
事
務
局
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。編
集
を
行
う
立
場
か
ら
見
ま
す
と
、
作
成
に
関

わ
っ
た
作
品
が
多
く
の
方
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
作
っ
て

い
る
う
え
で
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
す
。皆
様
の
周
囲
で

こ
の
会
報
を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
同
窓
生
が
お
り
ま
し

た
ら
連
絡
紹
介
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局

一
商
野
球
部
後
援
会
報
告

　
　
一
商
野
球
部
後
援
会
副
会
長

石
川
　
　
正
（
昭
和
40
年
度
卒
）

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
よ
り

　
　
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長

長
谷
川
洋
一（
昭
和
52
年
度
卒
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
O
B
と
し
て
思
う
こ
と　
　

稲
子　

泰
幸
（
平
成
４
年
度
卒
）

松　　　濤 　第42号　（8）平成30年８月吉日

編 集

後 記

平成30年度職員の異動
平成29年度末の人事異動で、11名の先生方がご退職、５名の先生方
がご転任されました。また、昨年度途中採用を含め、16名の先生方
をお迎えしましたので、ここに紹介します。（順不同）


